
 

１　訪日外国人宿泊客延数の状況１　訪日外国人宿泊客延数の状況１　訪日外国人宿泊客延数の状況１　訪日外国人宿泊客延数の状況

　　　　・管内の宿泊客延数は約108万人。・管内の宿泊客延数は約108万人。・管内の宿泊客延数は約108万人。・管内の宿泊客延数は約108万人。

　・前年度と比較し、約18万人（約19.9％）増。　・前年度と比較し、約18万人（約19.9％）増。　・前年度と比較し、約18万人（約19.9％）増。　・前年度と比較し、約18万人（約19.9％）増。

　・前年度に引き続き過去最高を更新。　　・前年度に引き続き過去最高を更新。　　・前年度に引き続き過去最高を更新。　　・前年度に引き続き過去最高を更新。　

　　　　　　　　　　　　

 平成２９年度 後志総合振興局管内訪日外国人宿泊客数調査の概要 平成２９年度 後志総合振興局管内訪日外国人宿泊客数調査の概要 平成２９年度 後志総合振興局管内訪日外国人宿泊客数調査の概要 平成２９年度 後志総合振興局管内訪日外国人宿泊客数調査の概要

平成30年6月18日
後志総合振興局
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（単位：人）
【【【【5555年間の推移年間の推移年間の推移年間の推移】】】】
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◎調査の概要

（1）調査期間

4月1日～3月31日

（2）調査項目

①訪日外国人宿泊客数

②訪日外国人宿泊客延数

（3）調査方法

外国人旅行者の宿泊者数を集計（管内20市町村）。

※ホテル・旅館等の宿泊施設及び観光目的で宿泊に用した船舶を対象。

（年度）

（年度）



２　月別の状況２　月別の状況２　月別の状況２　月別の状況

　・12月～3月の冬期が多く全体の約68%を占める。　・12月～3月の冬期が多く全体の約68%を占める。　・12月～3月の冬期が多く全体の約68%を占める。　・12月～3月の冬期が多く全体の約68%を占める。
　・全ての月で前年同月を上回った。　・全ての月で前年同月を上回った。　・全ての月で前年同月を上回った。　・全ての月で前年同月を上回った。

　　　　　　　　

（単位:人）

３　国別の状況３　国別の状況３　国別の状況３　国別の状況

　・宿泊客延数では、香港（約17万人）が最も多い。　・宿泊客延数では、香港（約17万人）が最も多い。　・宿泊客延数では、香港（約17万人）が最も多い。　・宿泊客延数では、香港（約17万人）が最も多い。

　・次いで、中国、オーストラリア、韓国、台湾の順に多く、　・次いで、中国、オーストラリア、韓国、台湾の順に多く、　・次いで、中国、オーストラリア、韓国、台湾の順に多く、　・次いで、中国、オーストラリア、韓国、台湾の順に多く、

　　この5カ国で全体の約67％を占める。　　この5カ国で全体の約67％を占める。　　この5カ国で全体の約67％を占める。　　この5カ国で全体の約67％を占める。

　・伸び率は、韓国（50.0％）が特に大きい。　・伸び率は、韓国（50.0％）が特に大きい。　・伸び率は、韓国（50.0％）が特に大きい。　・伸び率は、韓国（50.0％）が特に大きい。

　・5カ国の中で、オーストラリア以外は、前年度と比較し大きく　・5カ国の中で、オーストラリア以外は、前年度と比較し大きく　・5カ国の中で、オーストラリア以外は、前年度と比較し大きく　・5カ国の中で、オーストラリア以外は、前年度と比較し大きく

増加している。増加している。増加している。増加している。
　　　　　　　　

＜5カ国の市町村別の内訳＞

凡例： 倶知安町 小樽市 ニセコ町 留寿都村 赤井川村 その他

※各数字は、四捨五入のため合計が合致しない場合があります。

※各数字は、四捨五入のため合計が合致しない場合があります。

9月
平成29年度 42,496 29,453 33,949 65,829 59,063 32,416

2月 3月
平成29年度 42,919 36,353 188,814 206,133 211,389 131,502

19.6% 12.2%

2.7% 3.1% 6.1% 5.5%

4月 5月 6月 7月 8月

【香港】 【中国】 【オーストラリア】 【韓国】 【台湾】

（単位：人）

24,747
対前年度増減率 91.5% 27.9% 28.8% 18.6% 33.1% 31.0%
構成比（H29） 3.9%

平成28年度 22,187 23,024 26,354 55,489 44,387

201,316 187,041

構成比
1 香 港 174,486 23.8% 33,531 1.9泊 16.2%

順位 国 宿泊客延数 対前年度増減率 対前年度増減数 平均泊数

13.0%3
中 国 173,900 29.5% 39,602 1.5泊 16.1%2
ｵ ｰ ｽ ﾄ ﾗ ﾘ ｱ 140,257 0.0% 14 2.6泊

12.1%
5

ｼ ﾝ ｶ ﾞ ﾎ ﾟ ｰ ﾙ 89,111 12.7% 10,058 1.9泊 8.2%

4 韓 国 130,200 50.0% 43,385 1.5泊
9.1%

7 タ イ 61,421 16.0% 8,490 1.7泊 5.7%
6

台 湾 98,769 25.1% 19,814 1.5泊

1,080,316 20.0% 179,998 1.8泊 100.0%
その他 141,743 11.2% 12,614 2.7泊

10月 11月 12月 1月
3.0%

構成比（H29） 4.0% 3.4% 17.5% 19.1%

102,870
対前年度増減率 49.5% 55.2% 17.4% 2.4% 13.0% 27.8%

平成28年度 28,713 23,420 160,770

10
9
8

イギリス
マレーシア
アメリカ 3.6%1.2泊6,62020.5%38,897

31,532 3.4% 1,028 1.0泊 2.9%
16,461 41.7% 4,842 1.4泊 1.5%

13.1%
合 計
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【国別 5年間の推移】【国別の構成】
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４　市町村別の状況４　市町村別の状況４　市町村別の状況４　市町村別の状況

　・宿泊客延数では、倶知安町（約43万人)が最も多い。　・宿泊客延数では、倶知安町（約43万人)が最も多い。　・宿泊客延数では、倶知安町（約43万人)が最も多い。　・宿泊客延数では、倶知安町（約43万人)が最も多い。

　・次いで、小樽市､ニセコ町､留寿都村､赤井川村の順に多く、　・次いで、小樽市､ニセコ町､留寿都村､赤井川村の順に多く、　・次いで、小樽市､ニセコ町､留寿都村､赤井川村の順に多く、　・次いで、小樽市､ニセコ町､留寿都村､赤井川村の順に多く、

　　この5市町村で全体の99％以上を占める。　　この5市町村で全体の99％以上を占める。　　この5市町村で全体の99％以上を占める。　　この5市町村で全体の99％以上を占める。

　・伸び率では、赤井川村(85.9％)と小樽市(27.0％)が大きい。　・伸び率では、赤井川村(85.9％)と小樽市(27.0％)が大きい。　・伸び率では、赤井川村(85.9％)と小樽市(27.0％)が大きい。　・伸び率では、赤井川村(85.9％)と小樽市(27.0％)が大きい。

　・留寿都村(△6.6％)で前年度を下回る以外は全て前年比増となった。　・留寿都村(△6.6％)で前年度を下回る以外は全て前年比増となった。　・留寿都村(△6.6％)で前年度を下回る以外は全て前年比増となった。　・留寿都村(△6.6％)で前年度を下回る以外は全て前年比増となった。

＜5市町村の国別の内訳＞

凡例： 香港 中国 オーストラリア 韓国 台湾 その他

※各数字は、四捨五入のため合計が合致しない場合があります。

順位 市町村 宿泊客延数 対前年度増減率 対前年度増減数 平均泊数 構成比

【倶知安町】 【小樽市】 【ニセコ町】 【留寿都村】 【赤井川村】

（単位：人）

40.1%
2

ニ セ コ 町 218,505 6.9% 14,011 1.6泊 20.2%

1 倶 知 安 町 433,685 22.4% 79,382 3.0泊
22.6%

4 留 寿 都 村 94,291 △6.6% △ 6,656 2.2泊 8.7%
3

小 樽 市 244,520 27.0% 51,951 1.2泊

7.7%5 赤 井 川 村 83,541 85.9% 38,596 1.5泊

20.0% 179,998 1.8泊 100.0%
そ の 他 5,774 194.6% 3,814 0.0泊 0.5%
合 計 1,080,316

　・海外宿泊者数増加により、小樽市が3位(H28年)から2位へ浮上。　・海外宿泊者数増加により、小樽市が3位(H28年)から2位へ浮上。　・海外宿泊者数増加により、小樽市が3位(H28年)から2位へ浮上。　・海外宿泊者数増加により、小樽市が3位(H28年)から2位へ浮上。
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【市町村別の構成】 【市町村別 5年間の推移】
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（年度）
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